
 

 

安全管理の徹底などに係る取組の強化について（報告） 

 

平成２６年１０月３日 

独立行政法人日本原子力研究開発機構 

 

 

１．はじめに  

独立行政法人日本原子力研究開発機構（以下「機構」という。）では、本年 7 月に

入り、原子力科学研究所原子力コード特研建屋近傍での火災、大洗研究開発センター

固体廃棄物前処理施設（WDF）での火災などが連続して発生し、同年 9月に入っても、

那珂核融合研究所第 1工学試験棟大実験室の火災、大洗研究開発センター材料試験炉

（JMTR）第 3排水系貯槽（Ⅱ）建屋における放射性物質の漏えい及び核燃料サイクル

工学研究所再処理施設廃棄物処理場における軽微な汚染が連続して発生した。また、

同年 9月には、同年 2月に発生した原子力科学研究所への不審者侵入事案への対応に

ついて公表した。  

かかる事態を受け、茨城県から平成 26年 9月 18日付けで「安全管理の徹底などに

係る取組の強化について」（原対第 189 号）を受領するとともに、機構は、機構改革

の終盤に至って事故・トラブルが相次いで発生したことを重く受け止め、直ちに理事

長メッセージの発出、緊急職場集会の実施等、安全管理の意識徹底に係る対応を実施

するとともに、緊急安全点検の実施計画を作成し、役員会においてその実施を決定し

た。この決定に基づき、茨城県内 4拠点（原子力科学研究所（J-PARCセンターを含む。）、

核燃料サイクル工学研究所、大洗研究開発センター及び那珂核融合研究所）において、

緊急安全点検に着手したところである。 

さらに、今後、緊急安全点検の結果及び一連の事故・トラブルの原因究明の結果を

踏まえ、機構内で検討のためのチームを設置し、高経年化した施設・設備の点検方法

や保全方法の改善など、事故・トラブルに係る抜本的な再発防止対策を検討していく

方針である。 

本報告書は、安全管理の意識徹底に向けた取組結果及び緊急安全点検の実施を含む

抜本的な再発防止対策の検討に向けた今後の対応方針について報告するものである。 

 

 

２．安全管理の重要性の再認識と安全文化の醸成  

2.1 理事長メッセージの発出 

別紙 
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理事長は、事故・トラブルが頻発している事態を極めて重く受け止め、本年 9月

24 日に機構 E-mail アドレスを持つ職員、常駐請負作業者等に理事長メッセージを

発出し、作業における安全確保と施設・設備の安全管理を徹底し、事故・故障の未

然防止に努めるよう指示した。 

                    （参考 1 理事長メッセージ）  

 

2.2 安全確保の徹底に係る注意喚起 

理事長メッセージの発出に先立ち、事故・トラブルが相次いで発生したことに鑑

み、理事長は安全・核セキュリティ統括部長に対して、安全確保の徹底に係る注意

喚起を行うよう指示した。理事長の指示を受け、同部長は、拠点長に対して、平成

26年 9月 18日付けで注意喚起文書を発出した。 

 

2.3 緊急職場集会の開催  

(1)拠点長会議  

安全・核セキュリティ統括部長は、緊急安全点検等の実施に当たって、経緯、目

的等について、確認し、議論するため、拠点長会議を開催した。 

①開催日：平成 26年 9月 25日 

②出席者：安全・核セキュリティ統括担当理事、安全・核セキュリティ統括部長、

原子力科学研究所長、J-PARCセンター安全ディビジョン長、核燃料サ

イクル工学研究所副所長、大洗研究開発センター副所長、那珂核融合

研究所長  

③内 容：一連の事故・トラブルの発生及び茨城県等からの厳重注意文書を受領

したことを重く受け止め、拠点長は、直ちに緊急職場集会を開催し、

部課室長等の管理職を通じて職員、常駐請負作業者等に対して、安全

意識の周知・徹底及び安全文化の醸成を図るとともに、施設・設備の

緊急安全点検等を実施することが確認された。  

 

(2)緊急職場集会  

拠点長は、安全意識の周知・徹底、安全文化の醸成及び緊急安全点検の実施を指

示するため緊急職場集会を開催した。  

①開催期間：平成 26年 9月 19日～10月 2日 

②開催拠点：原子力科学研究所（J-PARC センターを含む。）、核燃料サイクル工学

研究所、大洗研究開発センター、那珂核融合研究所 
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③内 容：各拠点において、拠点長から拠点幹部（部課室長等）を通じ、現場第

一線に一連の事故・トラブルの内容を周知するとともに、茨城県等か

らの厳重注意文書を受領したことを重く受け止め、安全意識の周知・

徹底、施設・設備の緊急安全点検等を実施するよう指示した。  

 

 

３．施設・設備の安全点検  

相次ぐ事故・トラブルの再発防止を徹底するため、同年 9 月 22 日の役員会におい

て、緊急安全点検の実施を決定した。 

(1)実施体制 

点検の実施に当たっては、図 1に示す実施体制に従い、茨城県内拠点の保安管理

連絡会を適宜活用して、情報共有及び調整を図りつつ実施する。  

 

(2)点検項目 

①電気火災等に着目した緊急点検の実施 

本年 7月に火災等の事象が 4件連続で発生しており、このうち 3件は電気系統

に係るものであったため、同種火災等の発生を未然に防止する観点から、8 月か

ら 9 月にかけて電気火災等に着目した緊急点検を実施したところであり、今後、

これらの結果については、以下に述べる施設・設備の緊急安全点検の結果と合わ

せて分析・評価し、課題等を抽出する。 

            （参考 2 電気火災等に着目した緊急点検の概要） 

 

②一斉安全パトロール等による施設・設備の緊急安全点検  

電気火災等に限らず事故・トラブルの未然防止を図ることを目的として、管理

職及び担当者により、所掌する施設・設備の巡視等によって異常やその予兆の有

無を確認するため、施設・設備の緊急安全点検を実施することとし、同年 9月 24

日から、電気設備、排気・排水設備等を重点的な対象として点検に着手した。 

点検に当たっては、本年 7月以降に発生した事故・トラブルの主な原因が作業

ミス、高経年化及び不適切な施設管理であることを踏まえた上で、火災防止及び

放射性物質、危険物、毒劇物等の漏えい防止を重点的な観点として確認を行うこ

ととした。 

                  （参考 3 施設・設備の緊急安全点検の概要） 
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③立入制限区域の管理状況の再確認  

本年 2月に発生した原子力科学研究所への不審者侵入事案を踏まえ、那珂核融

合研究所を除く各拠点において同年5月に立入制限区域の出入管理及び警備体制

について緊急点検を実施し、その際に抽出した下部要領等の整備状況等の改善事

項について再確認を実施した。  

その結果、計画的に改善が進められていることが確認できたが、今後とも核物

質防護措置が劣化することのないよう継続的に改善事項を確認していく。 

 

 

４．適時・的確な情報公開の実施に向けた対応  

機構は、情報公開が安全と並び機構業務を社会の信頼を得て進めていく上で極めて

重要なものと認識し、これまでも安全協定報告等に該当するような事故・トラブル等

が発生した場合には、速やかにプレス発表するとともに、軽微な事象などであっても

運転管理上重要な情報などについてはホームページ等の媒体を通じて公表するなど、

情報公開についてきめ細かい取組を行っている。引き続き、事故・トラブル等が発生

した場合には、適切かつ速やかな通報連絡及び情報公開に努める。 

特に、事故・故障等に係る情報公開に当たっては、適時性かつ正確性が重要な要素

であることから、複数の拠点等で同時に実施する場合、情報の共有方法などについて

改めて再確認を行うとともに、非常事態対応訓練などにおいて、模擬会見などを積極

的に取り入れるなど、的確な情報公開の実施に向けた取組に力を入れていく考えであ

る。  

また、核物質防護に係る情報など、その公開には一定の制約を受けるものもあるこ

とから、その場合は、公開できない理由を分かりやすく説明することなどにより、国

民や地元の方々に不安を与えることがないよう努める。 

 

 

５．事故・トラブルの抜本的な再発防止対策の検討 

一連の事故・トラブルの原因としては、高経年化や作業ミス等が要因の一つとなっ

ていると考えられることから、一連の事故・トラブルの原因究明の結果を踏まえ、今

月中にも、機構内で検討のためのチームを設置し、高経年化した施設・設備の点検方

法や保全方法の改善など、事故・トラブルに係る抜本的な再発防止対策について、以

下の観点で検討を行い、中長期的に対応していくべき課題の抽出及び実施方針の策定

を行っていく。 
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①高経年化した施設・設備の点検方法や保全方法  

②施設・設備の作業計画の立案、点検内容の改善  

③より実効的な水平展開の実施 など  

 

 

６．おわりに 

機構は、本年 7月以降に火災、放射性物質の漏えい等の事故・トラブルが相次いで

発生したことを極めて重く受け止め、緊急に実施すべき対応として全ての職員、常駐

請負作業者等に対して安全管理の重要性を再認識させるとともに、作業における安全

確保と施設・設備の安全管理の徹底を目的に、茨城県内 4拠点における緊急安全点検

に着手した。 

安全確保に係る意識付け等の安全文化の醸成活動については、昨年来進めてきた機

構改革の中で充実させてきたところであり、今後とも現場を重視し、リスクを考えた

保安活動に継続して取り組むことによって、安全文化の向上に向けた不断の取組に努

めていく。 

また、現在実施中の緊急安全点検等の実施結果とそれを踏まえた事故・トラブルの

抜本的な再発防止対策の検討を速やかに実施し、その結果については改めて報告する。 

安全確保に向けた取組に終わりは無く、先に公表した機構改革報告書の中でも謳っ

ているとおり、不断の向上を指向する姿勢や安全意識の深化・定着に向けた取組につ

いては、今後とも所管部署を中心に日常の PDCA サイクルの確実な実行を通じて絶え

ざる改良を図っていく。 

「安全確保を最優先とする」との基本方針に改めて立ち、県民の方々の安全と安心

の醸成に機構一丸となって取り組んでいく。 

 

以上 

 

  

5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 機構における点検の実施体制 

 

 

理事長 

役員会 

安全・核セキュリティ統括部長 

拠点長 

点検実施部署 

茨城県内拠点 

保安管理連絡会 

・４拠点への指導及び助言 
・茨城県との窓口 

・点検内容の調整 
・拠点間の情報共有 
 及び調整 

・拠点内の取りまとめ 
・点検実施部署間の調整 

・点検の実施 
・実施結果のまとめ 

・点検の指示 
・点検結果の確認 
 及び評価 

※ 

※ 平成 19 年に保安管理体制の充
実強化を目的に設置した連絡会、
四半期ごとに定期開催 

 （安全・核セキュリティ統括部、茨
城県内各拠点の保安管理部門、
渉外担当部門等がメンバー） 

安全管理部署 
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平成２６年９月２４日 

 

理事長メッセージ 

～安全確保の徹底について～ 

 

理事長の松浦です。 

 

機構において、７月以降に火災、放射性物質の漏えい等の事故・トラ

ブルが相次いで発生していることに対し、茨城県をはじめとする地元自治

体及び文部科学省から文書等による厳重注意を受けました。 

 

機構改革において、安全確保は最優先の課題であり、集中改革期間

の区切りを迎えるこの時期に、このような厳重注意を受けるに至ったこと

は極めて遺憾であり、先般の核物質防護規定遵守義務違反と併せて、

私自身、大変重く受け止めております。 

 

火災については、電気設備の不具合に起因するものが多く、今年度は

既に４件発生しています。また、火災とは判断されなかったものの、発煙

及び焦跡も確認されています。さらに、JMTR の管理区域外への放射性

物質の漏えいが発生しております。 

 

みなさん一人ひとりが、これらのトラブルを踏まえ、自身が担当する施

設や設備のリスクを把握するとともに、改めて、作業における安全確保と

施設・設備の安全管理を徹底し、事故・故障の未然防止に努めてください。

また、安全文化の醸成に努め、日々の業務の実施に当たっては、常に、

学ぶ心、改善する心、問いかける心をもって取り組んでください。 

以 上 
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（参考 2） 電気火災等に着目した緊急点検の概要 

 

1.実施期間：平成 26年 8月 12日～9月 9日 

2.対象施設：県内 4拠点（J-PARCセンターを含む。）における全施設 

3.点検対象の設備・機器 

(1) 電動機を有する機器類 

(2) 高周波を発生する機器類 

(3) 電磁接触器を使用している設備や盤類 

(4) エンジンを有する発電機類 

4.設備・機器の点検項目 

(1) 目視による外観点検（ケーブル類を含む。） 

(2) 異常な高温（過熱や変色）の有無 

(3) 異常な振動や音の有無 

(4) 異常な臭いの有無    他 

 

 

（参考 3） 施設・設備の緊急安全点検の概要 

 

1.実施期間 ：平成 26年 9月 24日～継続中 

2.対象施設：県内 4拠点（J-PARCセンターを含む。）における全施設 

3.実施者及び対象：管理職及び担当者が担当する施設・設備を確認する。 

4.緊急安全点検の重点項目及び視点 

(1)重点項目 

①火災防止の観点から、電気設備の管理状況、危険物の管理状況、火気使用の

状況等の確認 

②放射性物質、危険物、毒劇物等の漏えいの観点から、排気・排水設備の管理

状況、放射性物質等の保管管理状況等の確認  等 

(2)視点 

①作業ミスを引き起こすような環境にないか。 

②高経年化した施設・設備で事故・トラブルの予兆はないか。 

③施設・設備が不適切な状態で放置されていないか。 
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況
等
が
点
検
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

④
ド
レ
ン
ホ
ー
ス
の
接
続
状
況
等
の
確
認
 

  

H
2
6
.
7
.
1
5 

原
子

炉
廃

止

措
置

研
究

開

発
セ
ン
タ
ー
 

【
福
井
県
】
 

重
水

精
製

装
置

Ⅱ

用
空

気
圧

縮
機

か

ら
の
火
災
発
生
（

安

全
協
定
報
告
）
 

放
射

線
施

設
の

屋
外

（
非

管

理
区

域
）

に
設

置
し

て
い

る
重

水
精

製
装

置
Ⅱ

用
空

気
圧

縮
機

か
ら

煙
、

異
音

及
び

小
さ

な
炎

が
出

て
い

る
の

を
協

力
会

社
運

転
員

が
発
見

し
た
。
 

固
定

子
コ

イ
ル

が
湿

気
や

塵
埃

の
影

響

で
、

絶
縁

抵
抗

が
低

下
し

た
状

態
と

な
っ

て
い

た
こ

と
、

固
定

子
コ

イ
ル

が
相

間
短

絡
の

発
生

に
よ

り
発

熱
し

、
絶

縁
物

が
焼

損
し

て
火
災

に
至
っ

た
と
推
定
し
た
。
 

当
該

機
を

今
後

は
使

用
し

な
い

こ
と
と

す

る
。
ま

た
、

要
因

の
一

つ
で
あ

る
電

動
機

の

固
定
子

コ
イ

ル
等

の
絶

縁
抵
抗

の
低

下
に

よ

る
相
間

短
絡

を
防

止
す

る
た
め

、
毎

年
度

の

点
検
に

お
い

て
、

供
用

を
継
続

し
て

い
る

全

て
の
電

動
機

を
絶

縁
抵

抗
測
定

の
対

象
と

す

る
よ
う

点
検

項
目

を
見

直
し
、

今
年

度
の

点

検
を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
屋

外
に

設
置

し

供
用
し

て
い

る
電

動
機

に
つ
い

て
は

、
優

先

的
に
絶

縁
抵

抗
を

測
定

し
、
必

要
な

措
置

を

講
じ
る
。
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発
生
日

 
事
業
所
 

件
名

 
概
要
 

原
因
 

対
策

 

H
2
6
.
7
.
2
9 

大
洗

研
究

開

発
セ
ン
タ
ー
 

固
体

廃
棄

物
前

処

理
施

設
(
W
DF
)
の

パ

ッ
ケ

ー
ジ

エ
ア

コ

ン
の

火
災

(
安

全
協

定
報
告
) 

火
災

警
報

が
発

報
し

、
WD
F

従
業

員
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
W
DF

の
3
階

の
給
気

機

械
室

(
非

管
理

区
域

)
に

あ
る

居

室
冷

房
用

パ
ッ

ケ
ー

ジ
エ

ア
コ

ン
か

ら
発
煙

を
確
認

し
た
。
 

電
磁

接
触

器
に

銅
端

子
板

を
固

定
し

て

い
る

ビ
ス

が
運

転
に

伴
う

振
動

に
よ

り
外

れ
落

ち
、

銅
端

子
板

の
ビ

ス
が

外
れ

た
一

端
と

電
磁

接
触

器
の

端
子

台
が

接
触

し
た

り
、

離
れ

た
り

し
た

こ
と

か
ら

、
接

触
し

た
際

に
過

大
な

電
流

が
流

れ
て

発
熱

し
た

も
の

と
推
定

し
た
。
 

①
火
災

の
あ

っ
た

当
該

機
に
つ

い
て

は
、

パ

ネ
ル

内
部

の
電

気
系

統
の

交
換

を
行
い

、

安
全

に
運

転
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た

後
、
運
転
を
再
開
す
る
。
 

②
自
主
検
査
要
領
を
見
直
す
。
 

③
同
様

の
駆

動
部

と
電

気
系
統

が
同

一
の

パ

ッ
ケ

ー
ジ

に
内

装
さ

れ
た

構
造

で
、
駆

動

部
の

振
動

で
電

気
系

統
の

ビ
ス

に
緩
み

が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

機
器

に
つ
い

て

点
検
を
実
施
し
た
。
 

   

H
2
6
.
9
.
1
6 

那
珂

核
融

合

研
究
所
 

第
1
工
学
試
験
棟

で

の
火
災
（
安
全
協
定

報
告
）
 

直
流

遮
断

器
の

動
作

点
検

を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

直
流

遮
断

器
の

内
部

か
ら

発
煙

を
確

認
し

た
。
 

投
入

コ
イ

ル
及

び
抵

抗
器

へ
、

設
計

値

の
0
.
2
 
秒

程
度

よ
り

も
相

当
長

い
間

（
8 

分
程

度
）

、
電

流
が

流
れ

た
た

め
の

発
熱

が
、

投
入

コ
イ

ル
の

変
色

や
抵

抗
器

の
リ

ー
ド

線
溶

融
の

直
接

の
原

因
と

推
定

さ
れ

る
。
 

投
入

コ
イ

ル
及

び
抵

抗
器

へ
の

通
電

の

早
い

O
FF
 
か
ら

O
N
 操

作
に
よ
り
、
遮
断

器
の

機
械
的

駆
動
が

完
全
に

O
F
F
 
状

態
に

な
る

前
に
、
電
気

的
制
御
信
号
が

O
N
 指

令

を
出

し
、
遮
断

器
自
体

が
O
N 
と
も

O
FF
 
と

も
つ

か
な

い
状

態
と

な
っ

た
こ

と
が

、
損

傷
の

起
因
原

因
と
推

定
し
た
。
 

①
起
因

原
因

へ
の

対
処

の
た
め

、
今

後
、

遮

断
器

の
操

作
に
お

い
て

、
短
時

間
に

O
FF
 

指
令

と
O
N
 
指
令

の
操

作
を
行

わ
な
い

こ

と
と
す
る
。
 

②
上
記

の
処

置
を

行
っ

た
上
に

、
万

一
の

場

合
で

も
、

投
入

コ
イ

ル
が

過
熱

す
る
ほ

ど

長
時

間
に

渡
り

、
投

入
コ

イ
ル

に
電
流

が

流
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
処
置
を
行
う
。
 

③
遮
断

器
に

つ
い

て
は

、
損
傷

し
た

投
入

コ

イ
ル

及
び

抵
抗

器
の

交
換

を
行

い
、
上

記

の
処

置
後

、
動

作
点

検
を

行
っ

た
後
に

運

転
を
再
開
す
る
も
の
と
す
る
。
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発
生
日

 
事
業
所
 

件
名

 
概
要
 

原
因
 

対
策

 

H
2
6
.
9
.
1
1 

大
洗

研
究

開

発
セ
ン
タ
ー
 

J
M
T
R
第

3
排
水

系

貯
槽

(
Ⅱ

)
建

屋
内

で
の
漏
え
い
（
法

令

報
告
・
安
全
協
定
報

告
）
 

J
M
T
R
第

3
排

水
系
貯

槽
(Ⅱ

)

建
屋

1
階
（

非
管
理

区
域
）

に

お
い

て
、

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
水

た
ま

り
を

発
見

し
、

サ
ン

プ
リ

ン
グ

を
行

い
、

測
定

・
分

析
の

結
果

、
汚

染
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。
測

定
し
た

結
果
、

6
0
C
o

と
3
H
が

検
出
さ

れ
た
。
 

貯
槽

が
ほ

ぼ
満

水
の

状
態

で
管

理
さ

れ

て
い

た
こ

と
、

プ
ー

ル
カ

ナ
ル

循
環

系
統

か
ら

第
3
 
排
水
系
貯
槽

(
Ⅱ
)
へ
の
経
路
に

あ
る

4
 
つ

の
弁

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
弁

の
閉

止
が

不
完

全
で

あ
っ

た
た

め
、

プ
ー

ル
カ

ナ
ル

循
環

系
統

の
循

環
ポ

ン
プ

を
運

転
し

た
際

に
同

ポ
ン

プ
の

運
転

と
連

動
す

る
形

で
貯

槽
の

水
位

が
上

昇
し

、
点

検
孔

等
の

上
部

構
造

物
か

ら
漏

れ
出

し
た

可
能

性
が

高
い
と

推
定
し

た
（
原
因
調
査
中
）

。 

 

本
事
象
の
確
認
以
降
、
第

3
 排

水
系
貯
槽

(
Ⅱ

)
建

屋
内
を

一
時

管
理

区
域

に
設

定
し

、

管
理
し

て
い

る
。

ま
た

、
プ
ー

ル
カ

ナ
ル

循

環
系
統

の
循

環
ポ

ン
プ

操
作
禁

止
の

表
示

を

行
い
、
第

3
排
水
系
貯
槽
(Ⅱ

)
へ
の
流
入
の

防
止
措

置
を

講
じ

る
と

と
も
に

、
貯

槽
水

位

の
監
視

を
強

化
し

て
い

る
。
今

後
は

、
原

因

調
査
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、
適

切
な

措
置

を

講
ず
る
。
 

H
2
6
.
9
.
1
2 

核
燃

料
サ

イ

ク
ル

工
学

研

究
所
 

再
処
理
施
設
廃
棄

物
処
理
場
に
お
け

る
汚
染
 

作
業

終
了

後
、

安
全

管
理

分

室
に

お
け

る
汚

染
検

査
で

作
業

員
の

作
業

着
に

汚
染

が
確

認
さ

れ
た

。
調

査
の

結
果

、
保

守
区

域
に

あ
る

低
放

射
性

廃
液

蒸
発

缶
の

蒸
気

配
管

弁
継

ぎ
手

部
周

辺
及

び
下

部
の

床
（

踊
り

場
）

に
汚

染
（

α
：
1.
2
×

1
04
B
q)
を

確
認

し
た
。
 

 

弁
継

ぎ
手

部
及

び
配

管
の

汚
染

が
作

業

員
の

作
業

衣
に

付
着

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

弁
継

ぎ
手

部
、

下
部

の
配

管
及

び
床

の

汚
染

は
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

劣
化

に
よ

り
生

じ
た

漏
え
い

に
よ
る

も
の
と
推
定
し
た
。
 

汚
染

箇
所

の
除

染
及

び
養

生
を

実
施

し

た
。
ま

た
、

弁
継

ぎ
手

部
の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の

交
換
を
行
う
。
 

H
2
6
.
2
.
2
4 

(
H
2
6
.
9
.
1
2 

公
表

) 

原
子

力
科

学

研
究
所
 

原
子

力
科

学
研

究

所
核

物
質

防
護

規

定
遵
守
義
務
違
反
 

原
子

力
科

学
研

究
所

敷
地

内

に
お

い
て

不
審

者
を

発
見

し

た
。

調
査

の
結

果
、

当
該

不
審

者
は

、
同
日

2
0
時
頃

に
、
車

両

に
よ

り
同

研
究

所
正

門
か

ら
入

域
し

、
約

1
時

間
に

わ
た
り

構

内
に

滞
在
し

た
。
 

下
部

規
定

が
十

分
に

整
備

さ
れ

て
い

な

か
っ

た
、

規
定

に
定

め
ら

れ
た

業
務

を
誠

実
に

行
っ

て
い

な
か

っ
た

、
規

定
に

定
め

ら
れ

た
立

入
制

限
区

域
の

出
入

管
理

を
適

切
に

行
っ

て
い

な
か

っ
た

等
の

問
題

が
認

め
ら

れ
た
。
 

原
子

力
科

学
研

究
所

の
下

部
規

定
の

整

備
、
核

物
質

防
護

管
理

者
等
へ

の
規

定
遵

守

及
び
核

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

意
識
の

醸
成

、
核

物

質
防
護

関
係

者
の

再
教

育
の
実

施
及

び
訓

練

に
よ
る
出
入
管
理
業
務
の
改
善
を
行
っ
た
。
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